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公益社団法人 大阪府臨床検査技師会 

平成 27 年度 第 11 回（1月）理事会 議事録 

 

◇ 日 時： 平成 28年 1月 14日（木） 午後 7時 00分～8時 00分 

◇ 会 場： 公益社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所 

◇ 出席者： 竹浦、吉本、高田、田畑、井戸田、酒井、清水、山田、山西、杉山、増田、久保田、 

上田、梶、岡本、安保、井口、柴監事、荒木監事、事務（岩﨑） 

◇ 欠席者： 出野 

◇ 議 長： 竹浦 

 

【 討議内容 】 

Ⅰ．行動報告（12月分） 

別紙参照 

 

Ⅱ．経過報告 

1. 日臨技関係 

特になし 

2. 事務局 

〈総務部〉12月 17日（木）に部会を開催した。 

 ・ マイナンバーの取扱いについて検討した。 

・ 大臨技ニュースの発行部数について検討した。 

・ メーリングリストの新規作成について検討した。 

・ 大臨技ニュース 12月号を発行した。 

・ 大臨技ホームページを随時更新した。 

〈会計部〉12月 17日（木）に部会を開催した。 

 ・ 11月度収支決算書を作成した。 

 ・ 事務員 12月給与を送金した。 

〈渉外部〉12月 15日（火）に部会を開催した。 

・ HIV予防啓発講演会について開催報告を行った。 

・ 大臨技・大放技合同フォーラム委員会の進捗状況について説明を行った。 

・ 献血推進活動について討議した。 

 ・ がん予防フォーラムについて討議した。 

 ・ 平成 28年度事業計画について説明を行った。 

 3.  事業局   

〈情報組織部〉12月 18日（金）に部会を開催した。 

・ 技師長会（平成 28年 2月 27日開催予定）の内容と役割分担について討議した。 

・ 来年度の新入会員研修会（平成 28年 5月開催予定）内容ついて討議した。 

〈地区事業部〉12月 17日（木）に部会を開催した。 

 ・ 施設連絡者会の内容について検討した。 

    日時：平成 28年 3月 5日（土）14：30～16：30 

    場所：あべのハルカス 25階会議室Ｆ 

    内容：1.保険点数改訂について 2.検査相談について 

・ マタニティーカーニバル 2016の開催を平成 28年 6月 5・6日に予定している。 
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〈学術部〉12月 22日（火）に部会を開催した。 

・ 理事会（12/10）報告及びマイナンバーの取扱いについて説明を行った。 

・ 平成 27年度学術講演会（平成 28年 3月 12日開催予定）の内容および進行について討議し決定 

した。 

 

Ⅲ 他、報告 

1. 大臨技・大臨技合同フォーラムについて（増田理事） 

・ 平成 28年 1月 23日（土）14：00～16：50大阪府医師協同組合本館 8階にて開催する。 

・ テーマは、「血管の病気 検査から診療へ」 

 2. がん予防フォーラムついて（岡本理事） 

  ・ 平成 28 年 3 月 20 日（日）10：00～17：00 グランフロント ナレッジシアター（350 名収

容）で開催する。 

・ テーマは、「がん予防フォーラム 2016」 

知ろう！ 学ぼう！ 考えよう！  乳がん あなたのために、あなたの大切な人のために 

・ 午前の部：臨床検査 教育講演  午後の部：府民公開講座 

・ 広報は新聞広告、チラシ・ポスターの配布等を予定している。 

3. 平成 27年度全国幹事連絡会議での質問・要望事項について（清水理事） 

 ・ 1月 22日に開催される全国幹事連絡会議での質問、要望事項を伝えた。 

 ・ 大臨技会員証作成の都合上、日臨技での年度会費の引き落とし処理を早めてもらうことを要望

事項として追加する。 

4. 公益法人向け説明会について（吉本副会長）  

 ・ 2月 2日（火）10：00～16：30 大阪府庁新別館で公益法人向け説明会が開催され、当会より

杉山理事と柴監事が参加する。 

5. メディカルジャパン 2016講演会について（吉本副会長） 

・ 平成 28年 2月 24日（水）～26日（金）に開催される「メディカルジャパン 2016大阪」の後

援団体である当会の会員は、全講演について無料受講できる。 

 6. その他 

・ 3 月 5 日（土）に、第 23 回日本健康体力栄養学会大会が神戸学院大学ポートアイランドキャ

ンパスにて開催される。 

 

Ⅳ．議 題 

1. 平成 28年度予算案について（杉山理事、竹浦会長） 

 ・ 平成 28年度予算案については、事業経費の削減をお願いした。 

 ・ 大阪学会を開催するにあたり、従来の事業、講演会を学会内で行うことでより充実したものと 

されることを説明した。 

 ・ 常務理事会メンバー及び荒木監事により事前に審議し、180万の予算削減が可能となった。 

・ 情報組織事業の予算として、次年度からチーム医療の存続、ICT部会と微生物部門の統合、生

殖医療部会の予算を大阪学会の費用に充てることとした。 

 ・ 大阪学会にかかる費用の捻出として、現時点の費用から各部門 10万円の削減を考える。 

 ・ 平成 28年度予算案のスケジュールとして、各部門予算案を 1月 27日（水）までに提出後、常

務理事会で検討した後、2月の理事会で審議する。 

2. マイナンバー制度への対応について（吉本副会長） 

 ・ マイナンバー制度への対応として、税法上、同一人に対するその年中の報酬額の支払金額が 5 
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万円以上の対象者のみからマイナンバーの取得が必要であることが判明した。 

  ・ 平成 27 年中に当会から講師料を支払った対象者について調査したところ、5 万円以上の講師

料を支払ったのは、講師 261名中 17名（6%）であった。このため、簡易書留での対応を標準

仕様としたい。 

  ・ 引き続き今後の対応について、総務・会計部会で検討することとした。 

3. 日臨技臨時総会の議決権行使書について（吉本副会長） 

 ・ 現在、日臨技が公表している議決権行使書の府県別受領率によると大阪府が最下位であるため 

   「議決権行使書施設別未受領者数リスト」を基に各施設に依頼するとともに、日臨技会員管理

システムを利用し、大阪府府下の全会員に対して議決権行使書依頼の一斉メールを配信するこ

ととした。 

4. 第 51回小島三郎記念技術賞および第 35回福見秀雄賞候補者の推薦について（吉本副会長） 

 ・ 大阪府より第 51 回小島三郎記念技術賞および第 35 回福見秀雄賞候補者の推薦（共に 2 月 12

日締め）の案内があった。 

 ・ 候補者がいる場合、大阪府に連絡する必要があるため、吉本副会長に連絡することとした。 

5. マタニティーカーニバル 2016について（田畑常務理事） 

  ・ 平成 28年 6月 4日・5日 10：00～17：00、インテックス大阪にて開催される。 

・ 平成 28年度よりマタニティーカーニバル体験コーナーの主催が大臨技となった。 

・ マタニティーカーニバル体験コーナーで使用する４Ｄ超音波診断装置を借用するにあたり、各

社へ借用依頼状を送付することについて承認された。 

6. 大臨技ホームページ掲載申請について（高田副会長） 

 ・ 「第 19 回阪神エコーレベルアップミーティング」開催案内について、大臨技ホームページへ

の掲載申請があり、承認された。 

7. その他 

 ・ 他団体主催の新年互礼会における祝儀について、一律に支払うことが承認された。 

 

以上 


